
  

 

 

 

 

 

・企画をキッカケとした中高生への児童館の周知 

・中学生・高校生の居場所づくり 

・お茶を飲みながら日常の話をして交友関係を広げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実施場所 

 福生市 田園児童館 

 

・実施頻度 

 年 1～2回、15時～18時 

 

・職員体制 

 非常勤 2名 

 日常の見守りとは別に事業担当を用意することで必ず 2名の職員が 

 事業に入れる体制をとっている。 

 

・事業の実施方法 

（委託事業：労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組の背景・目的 

 

福生市 武蔵野台・熊川・田園 

 

 

中高生タイム 

取組の概要 

取組の概要を表す表題を記載してください。 

（例１）中高生のための児童館の職場体験 

（例２）こども会議による児童館運営 



  

 

 

   

 

・開催時間について事前に何名かの中学生・高校生に話を聞き、参加できる 

 日程で行った。 

・ポスターを来館した中学生に作成してもらい、ポスター掲示を学校に依頼し 

 周知を図った。 

・開催場所に２階の和室を使用することで中学生・高校生がくつろげる空間を 

 作り、交流しやすい場を作った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中高生タイムに参加した後、児童館に来館して遊んでいく等その後の交友関係に 

 広がりが出来た。 

・中高生タイムに参加した子が新たに中学生・高校生を呼んで児童館に遊びに来る 

 ようになった。 

・事業を終えた後に参加者から声があり次回の日程の開催へと繋がりを見せている。 

 （次回は令和８年３月を予定している） 

 

 

 

 

 

 

 

・近隣の中学校の参加はあるが学区を超えての交流には繋がっていない。 

 他学区に対しての周知が課題だと感じる。 

・中学生の部活動が多く、打ち合わせや日程調整が難しい。 

 中高生が主体的に活動を進めるシステムづくり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施状況の分かる写真・図面・表等を添付して

ください。 

工夫点・留意点 

取組の効果 

課題・今後の展開 


